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１. ２０１１年１２月期の連結業績（２０１１年１月１日～２０１１年１２月３１日）

（１）連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2011年12月期

2010年12月期

百万円 ％ 円 銭 円 銭 ％ ％ ％

2011年12月期

2010年12月期
（参考） 持分法投資損益 2011年12月期　122百万円 2010年12月期　707百万円

（２）連結財政状態

百万円 百万円 ％ 円 銭

2011年12月期

2010年12月期

（参考） 自己資本 2011年12月期　456,376百万円 2010年12月期　421,879百万円

（３）連結キャッシュ・フローの状況

百万円 百万円 百万円 百万円

2011年12月期

2010年12月期

２. 配当の状況

円 銭 百万円 ％ ％

2011年12月期

2010年12月期
（注） 2011年12月期配当の内訳　　普通配当10円　特別配当２円

３. ２０１２年１２月期の連結業績予想（２０１２年１月１日～２０１２年１２月３１日）

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭
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当期純利益
1株当たり

当期純利益
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年間 配当金総額（年間） 配当性向（連結） 純資産配当率（連結）

会 社 名

総資産

経常利益率当期純利益率

代 表 者

問 合 せ 先 責 任 者

売 上 高 営 業 利 益

潜在株式調整後
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当期純利益

3.5
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当期純利益

6.3

6.1

91    68

58    23

投資活動による
キャッシュ・フロー

財務活動による
キャッシュ・フロー

143,053 288,126

139,449

66,931

△ 60,661 159,044

△ 79,787

△ 28,200
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キャッシュ・フロー
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総  資  産 純 資 産 自己資本比率 １株当たり純資産

広 報 部
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サントリーグループは、当社、子会社１７３社および関連会社２６社より構成されています。主要な会社は次のとおりです。

 

[飲料・食品] 計  ８８社 [ビール・スピリッツ] 計  ３０社

サントリー食品インターナショナル㈱ サントリー酒類㈱

サントリーフーズ㈱ サントリービア＆スピリッツ㈱

サントリープロダクツ㈱ サントリーアライド㈱

FRUCOR BEVERAGES LIMITED Morrison Bowmore Distillers Limited

FRUCOR BEVERAGES (AUSTRALIA) PTY LTD SUNTORY （AUST） PTY LIMITED

Orangina Schweppes Holding B.V.

Cerebos Pacific Limited  

Pepsi Bottling Ventures LLC

PT SUNTORY GARUDA BEVERAGE

[その他] 計  ８１社

<中国事業> <外食>

サントリービール(上海)有限公司  　㈱ダイナック  

サントリービール(昆山)有限公司  　フアーストキツチン㈱

サントリー光明ビール(上海)有限公司  

中国江蘇サントリー食品有限公司  <スポーツ>

ASC Fine Wines Holding Limited 　㈱ティップネス  

サントリー(上海)食品有限公司  

サントリー(上海)食品貿易有限公司  <通販>

　㈱サントリー・ショッピング・クラブ

<ワイン>

サントリーワインインターナショナル㈱ <花>

モンテ物産㈱ 　サントリーフラワーズ㈱

CHATEAU LAGRANGE S.A.S.

Weingut Robert Weil KG

<健康食品> <ビジネスサポート>

サントリーウエルネス㈱ 　サントリービジネスエキスパート㈱

<アイスクリーム> <物流>

ハーゲンダッツジャパン㈱ 　サントリーロジスティクス㈱

製品・商品の販売

サービスの提供

（注） １．サントリービジネスエキスパート㈱は、機能会社として関係会社に間接業務サービスを提供しています。

２．※は親会社です。

３．無印は連結子会社です。

※　寿不動産㈱

事 業 系 統 図

サントリーホールディングス㈱（持株会社）

グループ全体の経営戦略の策定・推進、管理

２
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経 営 成 績 

 
 

１.当連結会計期間の概況 

 

当連結会計期間の経済は、世界的に先行き不透明な状況が続き、わが国も個人消費の停滞

や東日本大震災の影響により、大変厳しい一年となりました。清涼飲料・酒類市場も、競合激化

に加えて、震災により生産・物流・販売に大きな影響を受けました。 

 

こうした中サントリーグループは、世界規模での災害に対する復興支援に加え、国内において

も、震災復興のため支援物資の提供・義捐金の拠出等を行うとともに、震災の影響を受けた生

産・物流体制の迅速な復旧を進め、商品供給の最大化を図りました。また、主要ブランドのマー

ケティング活動強化に加え、新市場における需要の創造や新たな飲用スタイルの提案など、市

場活性化に向けた積極的な取り組みを展開しました。その結果、２０１１年１２月期の業績は、売

上高１兆８,０２８億円(前年同期比１０３.５％)、営業利益１,１４２億円(同１０７.０％)、経常利益   

１,０９０億円（同１０８.１％）、当期純利益６２６億円(同１５６.４％)と、いずれも過去最高を更新し、

増収増益を果たしました。 

 

 

〈飲料・食品セグメント〉 

サントリー食品インターナショナル（株）は、当期から国内外の事業会社が一体となった新体制

に移行し、さらなる成長とグローバルな競争力の強化を図りました。 

国内事業は、清涼飲料総市場が前年同期比１０１％と推定される中、３億８,２００万ケース 

（前年同期比１０２％）と、１９年連続前年同期を超える結果となりました。震災後に需要が拡大し

た「サントリー天然水」が前年同期比１２３％と大幅に伸長したほか、「ＢＯＳＳ」「ＰＥＰＳＩ」などが

前年同期を超える好調な販売となりました。さらに、「はちみつレモン」や新しいタイプの緑茶飲料

「伊右衛門グリーンエスプレッソ」がご好評いただきました。 

 

海外事業では、国際的な競合激化や不安定な経済情勢、自然災害等の影響を受けながらも、 

各国での主要ブランドの強化やグループシナジーの実現などに取り組み、Orangina
オ ラ ン ジ ー ナ

 Schweppes
シ ュ ウ ェ ッ プ ス

 

GroupやFrucor
フ ル コ ア

 Groupが順調に売上を伸ばしました。健康食品・加工食品を製造・販売するシンガ

ポールのCerebos
セ レ ボ ス

 Pacific Limitedも好調に推移しました。また、東南アジアにおけるビジネス 

基盤を構築するため、９月にサントリー食品アジア社がシンガポールで、１０月にはGarudafood
ガ ル ー ダ フ ー ド

 

Groupとの合弁企業PT SUNTORY GARUDA
ガ ル ー ダ

 BEVERAGEがインドネシアで事業を開始しました。 

 

以上の結果、飲料・食品セグメントの売上高は、９,７０６億円（前年同期比１０３.３％）となりました。 
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〈ビール・スピリッツセグメント〉 

サントリー酒類（株）は、主要ブランドのマーケティング活動の強化に加え、ノンアルコール飲

料およびマッコリ市場における需要の創造や、スピリッツ・リキュールの新たな飲用スタイルの提

案などを行いました。 

 

ビール事業は、総市場が前年同期比３％減と推定される中、６,４６２万ケース※1（前年同

期比１０５.８％）の販売数量に達しました。ビール類のシェアは、１３.３％（課税出荷数量ベー

ス）で過去最高となりました。「ザ・プレミアム・モルツ」は、マーケティング活動をさらに強化し、

８年連続で過去最高となる１,４９９万ケース（前年同期比１０３.４％）の販売を達成、新ジャン

ル商品「金麦」も、２,４５３万ケース（同１１６.８％）と好調に推移しました。また、ノンアルコー

ルビールテイスト飲料売上げＮｏ.１※２ブランド「オールフリー」は、当初販売計画を大幅に超

える５８８万ケース（前年同期比２９２．７％）となり市場拡大に寄与しました。 

※１ ノンアルコールビールテイスト飲料を含む 

※２ インテージＭＡＩ調べ ノンアルコールビールテイスト飲料 

２０１１年１月～２０１１年１２月累計販売金額（全国スーパーマーケット／ＣＶＳ／酒ＤＳ計） 

 

スピリッツ事業は、積極的な価値提案を行うことでハイボール、ＲＴＤが伸長し、前年同期比  

１０２％となりました。 

ウイスキーは、主要商品で一時出荷調整を行った影響等で前年同期並となりました。なお、ハ

イボール缶実績をアルコール度数換算して加味すると前年同期比１０３％となりました。当期は、

ハイボール市場のさらなる拡大に向け、家庭用市場でのマーケティング活動強化とともに、新業

態「ＨＩＧＨＢＡＬＬ ＢＡＲ」の開発などを行い、さらに多くのユーザーを獲得しました。また、超長期

熟成原酒を使用した１本１００万円の「山崎５０年」が発表翌日に完売して話題となったほか、「Ｗ

ＨＩＳＫＹ ＨＩＬＬＳ ２０１１」など、プレミアムウイスキーの魅力を訴求するイベントを開催しました。 

ＲＴＤは、定番ラインナップの育成・強化、新付加価値商品の投入により、４,０１４万ケース※３

（前年同期比１１０％）と大幅に伸長しました。「－１９６℃ ストロングゼロ」は１,３６９万ケース 

（前年同期比１４７％）、「ほろよい」は１,０７３万ケース（前年同期比１７５％）と極めて好調に推

移しました。ハイボール缶は前年同期比１５７％と市場を牽引しました。また、伸長するノンアル

コール飲料市場において、カクテルテイストの「のんある気分」を１０月に発売、年末までの３ヶ月

間で１３７万ケースとなり、市場拡大に大きく貢献しました。 

リキュールは、ソーダ割にレモンやライムを加えマドラーなどで潰して楽しむ「リッキー」スタイ

ルを提案し、ご好評いただきました。また、「ソウルマッコリ缶」は、当初年間計画の約３倍にあた

る１００万ケースを達成し、マッコリ市場を牽引しました。 
※３ ノンアルコール飲料を除く 

 

海外事業では、Morrison
モ リ ソ ン

 Bowmore
ボ ウ モ ア

 Distillers Limitedのシングルモルトウイスキーや、Louis
ル イ

 

Royer
ロ ワ イ エ

S.A.S.のコニャックが好調に推移しました。また、ジャパニーズウイスキーの販売規模拡大 

に向けた活動や、アジアを中心とした「ザ・プレミアム・モルツ」の販売強化を行いました。 

 
以上の結果、ビール・スピリッツセグメントの売上高は、５,２３７億円（前年同期比１０２.４％）と

なりました。 
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〈その他セグメント〉
 サントリー（中国）ホールディングス有限公司は、当期から関連する組織・グループ会社を集約

し、中国における酒類・食品が一体となって事業成長を図りました。そうした中、上海ビール事業

において、「純生」を中心としたプレミアム価格帯のブランドが伸長したほか、中国最大規模のワ

イン輸入販売会社ASC Fine Wines Holding Limited が好調に推移しました。食品事業は、コーヒー 

飲料「利趣
リ ッ チ

」が牽引、また新商品も好調で前年同期比２割超増の売上となりました。 

 

サントリーワインインターナショナル（株）のワイン事業は、前年同期比１０６％の販売数量とな

りました。国産ワインは、国産ぶどう１００％ワイン“日本ワイン”が大きく伸長するなど、前年同期

比１１４％となりました。輸入ワインでは、氷をたっぷり入れた“ロッシ ロック”という飲用スタイル

を提案した「カルロ ロッシ」が前年同期比１５４％と大幅に伸長したほか、チリワイン「ビニャ マイ

ポ」が引き続き好調に推移しました。 

 

サントリーウエルネス（株）は、「セサミンＥ」シリーズや「グルコサミン＆コンドロイチン」などの

主要商品に加え、スキンケア化粧品「F.A.G.E.（エファージュ）」などが好調で前年同期比１０８％と

伸長しました。 

 

ハーゲンダッツジャパン（株）は、市場が微減となる中、前年同期並となりました。定番のミニ 

カップシリーズ「バニラ」「ストロベリー」「グリーンティー」に加え、クレープグラッセなどの新商品

がご好評をいただきました。外食事業は、市場が震災の影響を受ける中、（株）プロントコーポ 

レーション、日本サブウェイ（株）などが前年同期を上回りました。 

 

以上の結果、その他セグメントの売上高は、３,０８５億円（前年同期比１０６.０％）となりました。 

 

なお、国内売上高は１兆４,２１２億円（前年同期比１０２.３％）､海外売上高は３,８１６億円   

（同１０８.０％）となりました。 

 

当社は、創業以来、積極的に事業を展開するとともに、創業の精神である『利益三分主義』に

基づき、文化・社会貢献、環境活動などにも取り組んできました。 

東日本大震災の復興支援に関しては、救援物資の提供のほか、義捐金として震災直後に３億

円、さらに缶製品の売上１本につき１円を積み立て約４０億円拠出することを決定しました。この

中から、当期は漁船取得（２０億円）や子ども支援などを行い計２７億円拠出しました。なお、次期

にもさらなる漁業復興支援のために２０億円を追加で拠出します。 

また、「水と生きる SUNTORY」というコーポレートメッセージのもと、当期も社会と自然との共

生を目指したさまざまな活動を展開しました。水源涵養活動を行うサントリー「天然水の森」は、

引き続き強化を図り、中期目標である７,０００ｈａに到達しました。また、環境に配慮した容器とし

て、３月から軽量化と使いやすさの両立を追求した「P-ecot（ペコッと）ボトル」を「サントリー天然

水」に採用。４月には国内飲料業界で初めてペットボトルのＢtoＢメカニカルリサイクルシステム

を構築し、再生樹脂を使用した「リペットボトル」を導入しました。
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２.次期の見通し 

先行き不透明な経済状況が続くと見込まれる中、国内外の市場における競合は一層激化する

ものと予測されます。当社は今後も市場環境の変化に迅速に対応するとともに、グループ各社

のシナジー拡大を図り、“グローバル総合酒類食品企業”としてさらなる成長を目指します。 
 
サントリー食品インターナショナル（株）の国内事業は、戦略ブランドの強化に注力するととも

に、今までにない価値を持った新商品を投入します。また、新たなビジネス領域での需要創出に 

も取り組み、Orangina
オ ラ ン ジ ー ナ

 Schweppes
シ ュ ウ ェ ッ プ ス

 Groupの果汁入り炭酸飲料「オランジーナ」を国内で製造・販 

売するほか、「サントリー天然水」家庭用宅配事業の強化を図ります。 

海外事業は、引き続き各国で主要ブランドの成長に注力するとともに、さらなるグループシナ 

ジーを創出します。Orangina
オ ラ ン ジ ー ナ

 Schweppes
シ ュ ウ ェ ッ プ ス

 Group、Frucor
フ ル コ ア

 Group、Cerebos
セ レ ボ ス

 Pacific Limited、Pepsi
ペ プ シ

 

Bottling
ボ ト リ ン グ

 Ventures
ベ ン チ ャ ー ズ

 LLCを核として事業強化を図り、東南アジアでは新たに加わったPT SUNTORY 

GARUDA
ガ ル ー ダ

 BEVERAGEが急速な経済成長を続けるインドネシアにおいて事業の拡大 

を目指します。 

 
サントリー酒類（株）は、主要ブランドの活動強化に加え、ノンアルコール飲料の拡充や新たな

飲用スタイルなどの価値提案を行うほか、海外における強固なビジネス基盤の確立を図ります。 
ビール事業は、三大重点ブランド「ザ・プレミアム・モルツ」「金麦」「オールフリー」の活動をいっ

そう強化し、市場のさらなる活性化を図ります。 
スピリッツ事業は、引き続きさまざまな価値提案による需要拡大を目指します。ウイスキーは、

ハイボール市場のさらなる拡大を図るとともにプレミアムウイスキーの価値訴求活動を強化しま

す。ＲＴＤは、マルチブランド戦略のもと定番ラインナップを育成・強化するとともに、新カテゴリー

の創出による需要拡大を図ります。焼酎は、「鏡月」をリニューアルし、引き続き“アセロラ割り”を

訴求します。このほか、「ソウルマッコリ」やノンアルコール飲料「のんある気分」「まるで梅酒な 

ノンアルコール」などを展開することで、新たな需要を創造していきます。 

海外事業は、各エリア特性に応じたブランドポートフォリオの拡充を図り、強固なビジネス基盤

を確立していきます。グローバルブランド「ミドリ」「ボウモア」の販売強化に加え、「ザ・プレミア

ム・モルツ」、プレミアムウイスキー、ハイボールなどの海外展開を加速していきます。 

 

サントリー（中国）ホールディングス有限公司は、上海ビール事業において引き続き収益力強

化を図るとともに「純生」を中心とした高品質・高付加価値商品に注力します。また、ASC Fine  

Wines Holding Limitedにおけるワインの販売を強化します。食品事業は、コーヒー飲料「利
リ

趣
ッチ

」を 

中心とした主要ブランドの拡大に加え、高付加価値ブランドの開発に注力します。 

サントリーワインインターナショナル（株）は、“日本ワイン”のマーケティング活動を一層強化する

とともに、引き続き「カルロ ロッシ」や「ビニャ マイポ」のブランド力強化を図ります。 

 

これらの活動により、事業セグメント別の売上高は、飲料・食品セグメント１兆８９億円（前年同

期比１０３.９％）、ビール・スピリッツセグメント５,４４９億円（同１０４.０％）、その他セグメント    

３,１２２億円（同１０１.２％）を予定しています。 

以上を総合して、２０１２年１２月期の売上高は、１兆８,６６０億円（前年同期比１０３.５％）、営業

利益１,１６０億円（同１０１.６％）、経常利益１,１１０億円（同１０１.８％）、当期純利益４３０億円  

（同６８.７％）を予定しています。 



 連 結 貸 借 対 照 表
（単位：百万円)

                  期     別 増  減

 科     目

金　　　額 構成比 金　　　額 構成比 金   額

％ ％

Ⅰ 617,792  39.4  772,293  44.6  154,500  

133,822  288,134  154,312  

240,015  249,785  9,770  

125,292  135,052  9,759  

11,237  11,416  179  

21,058  25,399  4,341  

20,420  21,364  944  

66,907  42,089  △24,818  

△960  △949  10  

Ⅱ 949,673  60.6  957,082  55.4  7,408  

379,225  24.2  393,024  22.8  13,799  

建 物 及 び 構 築 物 126,873  125,975  △898  

機 械 装 置 及 び 運 搬 具 90,245  100,804  10,558  

工 具 、 器 具 及 び 備 品 57,347  58,997  1,650  

土 地 82,742  83,175  432  

建 設 仮 勘 定 4,779  8,464  3,685  

そ の 他 17,236  15,607  △1,629  

384,288  24.5  366,016  21.2  △18,272  

の れ ん 369,268  342,390  △26,878  

そ の 他 15,019  23,625  8,606  

186,160  11.9  198,041  11.4  11,880  

投 資 有 価 証 券 98,272  92,825  △5,446  

繰 延 税 金 資 産 11,517  32,225  20,707  

そ の 他 80,968  77,310  △3,657  

貸 倒 引 当 金 △4,598  △4,320  277  

Ⅲ 829  0.0  800  0.0  △28  

1,568,296  100.0  1,730,175  100.0  161,879  

(注)

繰 延 税 金 資 産

流　動　資　産

現 金 及 び 預 金

7,426  631,180  638,607  
減 価 償 却 累 計 額

有 形 固 定 資 産 に 対 す る

資　　産　　合　　計

１．有 形 固 定 資 産

当連結会計年度

（2011年12月31日現在)

固　定　資　産

繰　延　資　産

そ の 他

貸 倒 引 当 金

２．無 形 固 定 資 産

３．投 資 そ の 他 の 資 産

（ 資 産 の 部 ）

受 取 手 形 及 び 売 掛 金

仕 掛 品

商 品 及 び 製 品

原 材 料 及 び 貯 蔵 品

前連結会計年度

（2010年12月31日現在)

７



（単位：百万円)

                  期     別 増  減

 科     目

金　　　額 構成比 金　　　額 構成比 金   額

％ ％

Ⅰ 538,937  34.4  589,304  34.1  50,367  

支 払 手 形 及 び 買 掛 金 82,418  81,618  △800  

電 子 記 録 債 務 89,803  100,745  10,942  

短 期 借 入 金 101,907  79,214  △22,692  

１ 年 内 償 還 予 定 の 社 債 1,638  45,000  43,361  

未 払 酒 税 42,688  44,527  1,838  

未 払 消 費 税 等 8,049  8,658  608  

未 払 法 人 税 等 17,989  19,331  1,341  

未 払 金 85,090  95,478  10,388  

未 払 費 用 53,722  55,664  1,941  

賞 与 引 当 金 8,797  8,984  186  

そ の 他 46,829  50,082  3,252  

Ⅱ 582,380  37.1  657,313  38.0  74,933  

社 債 209,750  186,050  △23,700  

長 期 借 入 金 262,679  352,645  89,966  

退 職 給 付 引 当 金 10,469  10,710  240  

役 員 退 職 慰 労 引 当 金 727  355  △372  

繰 延 税 金 負 債 42,534  47,844  5,309  

そ の 他 56,218  59,707  3,488  

1,121,317  71.5  1,246,618  72.1  125,301  

Ⅰ 462,936  29.5  515,340  29.7  52,403  

資 本 金 70,000  70,000  －  

利 益 剰 余 金 392,936  449,352  56,416  

自 己 株 式 －  △4,012  △4,012  

Ⅱ △41,057  △2.6  △58,964  △3.4  △17,907  

その他有価証券評価差額金 10,158  7,572  △2,586  

繰 延 ヘ ッ ジ 損 益 △853  △31  822  

為 替 換 算 調 整 勘 定 △50,362  △66,506  △16,143  

Ⅲ 38  0.0  50  0.0  12  

Ⅳ 25,060  1.6  27,130  1.6  2,070  

446,978  28.5  483,557  27.9  36,578  

1,568,296  100.0  1,730,175  100.0  161,879  

純　資　産　合　計

負 債 純 資 産 合 計

（ 純 資 産 の 部 ）

株　主　資　本

その他の包括利益累計額

少数株主持分

（ 負 債 の 部 ）

新株予約権

流　動　負　債

固　定　負　債

負　債　合　計

（2010年12月31日現在) （2011年12月31日現在)

前連結会計年度 当連結会計年度

８



（単位：百万円)

                  期     別 増  減

 科     目

金　　　額 百分比 金　　　額 百分比 金   額

％ ％

Ⅰ 1,742,373  100.0  1,802,791  100.0  60,418  

Ⅱ 874,794  50.2  898,223  49.8  23,429  

867,579  49.8  904,568  50.2  36,989  

Ⅲ 760,851  43.7  790,406  43.9  29,555  

販 売 促 進 費 及 び 手 数 料 340,966  356,084  15,117  

広 告 宣 伝 費 73,843  77,210  3,367  

運 搬 費 及 び 保 管 費 60,884  64,733  3,849  

労 務 費 137,181  143,598  6,416  

減 価 償 却 費 24,143  27,663  3,519  

そ の 他 123,831  121,115  △2,715  

106,727  6.1  114,161  6.3  7,434  

Ⅳ 4,269  0.3  4,392  0.2  123  

受 取 利 息 857  914  56  

受 取 配 当 金 1,694  1,813  119  

持 分 法 に よ る 投 資 利 益 707  －  △707  

雑 収 入 1,009  1,664  655  

Ⅴ 10,157  0.6  9,527  0.5  △629  

支 払 利 息 8,813  7,916  △896  

雑 支 出 1,343  1,611  267  

100,839  5.8  109,026  6.0  8,186  

Ⅵ 2,500  0.1  4,513  0.3  2,013  

固 定 資 産 売 却 益 309  1,046  737  

投 資 有 価 証 券 売 却 益 1,025  1,545  519  

固 定 資 産 受 贈 益 664  －  △664  

受 取 補 償 金 －  1,042  1,042  

そ の 他 500  878  377  

Ⅶ 16,630  0.9  20,842  1.2  4,212  

固 定 資 産 廃 棄 損 4,133  4,351  217  

減 損 損 失 5,151  2,745  △2,406  

組 織 再 編 関 連 費 用 1,764  2,127  363  

関 係 会 社 整 理 損 3,584  －  △3,584  

震 災 関 連 費 用 －  6,509  6,509  
資産除去債務会計基準の
適 用 に 伴 う 影 響 額 －  2,623  2,623  

そ の 他 1,996  2,485  489  

86,709  5.0  92,697  5.1  5,987  

35,694  2.1  37,865  2.1  2,171  

4,211  0.2  △14,392  △0.8  △18,603  

46,803  2.7  69,223  3.8  22,420  

6,775  0.4  6,609  0.3  △166  

40,027  2.3  62,614  3.5  22,586  

 連 結 損 益 計 算 書

売 上 高

売 上 原 価

売 上 総 利 益

当連結会計年度

自　2011年  1月 1日
至　2011年12月31日

自　2010年  1月 1日
至　2010年12月31日

前連結会計年度

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費

営 業 利 益

営 業 外 収 益

営 業 外 費 用

経 常 利 益

特 別 利 益

特 別 損 失

税 金 等 調 整 前 当 期 純 利 益

法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税

法 人 税 等 調 整 額

少 数 株 主 利 益

当 期 純 利 益

少数株主損益調整前当期純利益

９



（単位：百万円)

　　　　　　　　　　　期別 前連結会計年度 当連結会計年度

自　2010年  1月 1日 自　2011年  1月 1日

　　　　　　　　　科目 至　2010年12月31日 至　2011年12月31日

金　額 金　額

Ⅰ　営業活動によるキャッシュ・フロー
税金等調整前当期純利益 86,709  92,697  

減価償却費 45,068  50,174  

のれん償却額 21,780  21,278  

受取利息及び受取配当金 △2,552  △2,728  

支払利息 8,813  7,916  

減損損失 5,151  2,745  

有価証券等の評価損益及び売却損益（△は益） △581  △614  

固定資産廃棄損 4,133  4,351  

固定資産売却損益（△は益） △309  △1,046  

売上債権の増減額（△は増加） △22,738  △8,165  

たな卸資産の増減額（△は増加） 2,365  △10,305  

仕入債務の増減額（△は減少） 9,766  △1,670  

未払酒税及び未払消費税等の増減額（△は減少） 42  2,266  

その他 31,659  25,105  

小計 189,309  182,003  

利息及び配当金の受取額 3,261  3,328  

利息の支払額 △8,847  △8,056  

法人税等の支払額 △44,274  △34,221  

営業活動によるキャッシュ・フロー 139,449  143,053  

Ⅱ　投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △254  △5  

定期預金の払戻による収入 30,050  264  

有価証券の売却及び償還による収入 588  8  

短期貸付金の増減額（△は増加） △16  204  

有形及び無形固定資産の取得による支出 △55,097  △57,109  

有形及び無形固定資産の売却による収入 572  2,876  

投資有価証券の取得による支出 △3,780  △4,158  

投資有価証券の売却及び償還による収入 2,421  6,407  

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による支出 △3,513  △25,222  

その他 828  △3,052  

投資活動によるキャッシュ・フロー △28,200  △79,787  

Ⅲ　財務活動によるキャッシュ・フロー
短期借入金及びコマーシャル・ペーパーの増減額
（△は減少）

△46,399  △7,283  

長期借入れによる収入 15,712  145,928  

長期借入金の返済による支出 △13,463  △74,474  

長期預け金の減少額 1,037  1,673  

社債の発行による収入 34,874  21,387  

社債の償還による支出 △39,183  △1,646  

リース債務の返済による支出 △1,916  △2,462  

配当金の支払額 △4,809  △6,184  

少数株主への配当金の支払額 △6,711  △6,242  

その他 198  △3,766  

財務活動によるキャッシュ・フロー △60,661  66,931  

Ⅳ　現金及び現金同等物に係る換算差額 △4,199  △1,195  

Ⅴ　現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 46,388  129,001  

Ⅵ　現金及び現金同等物の期首残高 112,656  159,044  

Ⅶ　非連結子会社との合併に伴う現金及び現金同等物の増加額 －  80  

Ⅷ　現金及び現金同等物の期末残高 159,044  288,126  

連結キャッシュ・フロー計算書

１０



1．報告セグメントの概要
　当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能で、経営陣が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために
定期的に検討を行う対象となっているものです。
　当社は持株会社制を導入して、持株会社の当社の下、製品・サービス別の事業分野別に事業会社等を設置しています。各事業会社等は取り扱う
製品・サービスについて国内及び海外の包括的な戦略を立案し、事業活動を展開しています。
　したがって、当社グループは事業会社等を中心とした製品・サービス別のセグメントから構成されて、「飲料・食品事業」、「ビール・スピリッツ事業」の
2つを報告セグメントとしています。

各報告セグメントと「その他」の区分に属する主な製品・サービスの種類は以下のとおりです。

飲料・食品・・・・・・・・・・・・・・・清涼飲料、健康飲料、加工食品　他
ビール・スピリッツ・・・・・・・・・ ビール類、ウイスキー、焼酎、ＲＴＤ　他
その他・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 中国事業、ワイン、健康食品、アイスクリーム、外食、スポーツ、花　他

2．報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報

当連結会計年度（自 2011年1月1日　至 2011年12月31日） （単位：百万円）

売上高

計

セグメント利益

前連結会計年度（自 2010年1月1日　至 2010年12月31日） （単位：百万円）

売上高

計

セグメント利益

(注) １． セグメント利益の調整額には、セグメント間取引消去、各報告セグメントに配分していない全社費用が含まれています。
全社費用は、当社において発生するグループ管理費用です。
それぞれの金額は次のとおりです。

当連結会計期間
　セグメント利益の調整額 △ 29,030 百万円
　各報告セグメントに配分していない全社費用 △ 29,030 百万円
　セグメント間取引消去 0 百万円

前連結会計期間
　セグメント利益の調整額 △ 26,569 百万円
　各報告セグメントに配分していない全社費用 △ 26,570 百万円
　セグメント間取引消去 1 百万円

２． セグメント利益は、連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

3．地域ごとの売上高の金額に関する情報

当連結会計期間（自 2011年1月1日　至 2011年12月31日） （単位：百万円）

前連結会計年度（自 2010年1月1日　至 2010年12月31日） （単位：百万円）

(注) １． 国又は地域の区分は、地理的近接度によっています。
２． 本邦以外の区分に属する主な国又は地域

(１)欧州・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ヨーロッパ諸国
(２)アジア・オセアニア・・・・・・・・・・ 東アジア、東南アジア及びオセアニア諸国
(３)米州・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 北米及び中南米諸国

セ グ メ ン ト 情 報

2,081 10,364

1,742,373

セグメント間の内部売上高
又は振替高

19,783

外部顧客への売上高

その他飲料・食品 ビール・スピリッツ

1,822,962

1,742,373△ 19,783

－  

1,762,156

△ 19,783

106,727133,297 △ 26,569

△ 29,030 114,161

△ 20,170 1,802,791

1,921 11,178

88,081 29,569 25,540

525,614 319,687

87,618 23,846

947,093 513,626

511,544

7,336

939,756 291,072

21,832

301,437

外部顧客への売上高 970,589 523,692 308,509

セグメント間の内部売上高
又は振替高

△ 20,170 －  

977,660

143,191

1,742,373 －  

7,070

飲料・食品 ビール・スピリッツ その他
連結財務諸表
計上額(注)２

調整額(注)１

20,170

－  

計 調整額(注)１

計

1,802,791

連結財務諸表
計上額(注)２

1,802,791

日本
欧州 アジア・オセアニア 米州

海外計 合計

69,540 381,606 1,802,791

8.0% 9.3% 3.9% 21.2% 100.0%

144,147 167,918売上高

連結売上高に占める比率

日本

1,421,185

78.8%

海外計 合計
欧州 アジア・オセアニア 米州

売上高 1,389,102 135,946 145,378 71,945 353,271 1,742,373

連結売上高に占める比率 79.7% 7.8% 8.3% 4.1% 20.3% 100.0%
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